
  

養
老
五
年
戸
籍
に
み
え
る
寄
口
の
性
格
と
編
成
要
因
の
考
察 

  

里 

舘 

翔 

大 

   

は
じ
め
に 

  

正
倉
院
文
書
の
中
に
は
、
八
世
紀
の
古
代
日
本
の
戸
籍
が
数
通
残
っ
て
お
り
、
早

く
は
明
治
時
代
か
ら
戸
籍
を
対
象
と
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
年
代
が
明
確
に

わ
か
る
戸
籍
は
、
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
の
御
野
国
（
美
濃
国
）、
筑
前
国
、
豊
前
国
、

豊
後
国
戸
籍
（
筑
前
・
豊
前
・
豊
後
を
、
以
下
、
西
海
道
戸
籍
と
総
称
す
る
）
の
ほ

か
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
下
総
国
戸
籍
の
み
で
、
地
域
も
年
代
も
、
ま
た
、
残
存

状
況
も
大
き
く
異
な
る
。
年
代
が
同
じ
御
野
国
戸
籍
と
西
海
道
戸
籍
も
籍
式
に
関
し

て
は
、
御
野
国
戸
籍
は
浄
御
原
令
式
、
西
海
道
戸
籍
は
大
宝
令
式
に
そ
れ
ぞ
れ
基
づ

い
て
お
り
、
年
代
の
異
な
る
下
総
国
戸
籍
は
「
養
老
五
年
籍
式
」（『
令
集
解
』
戸
令
23

応
分
条
【
古
記
「
一
云
」】
よ
り
）
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る(

1)

。

史
料
的
に
異
な
る
性
質
を
持
っ
た
こ
れ
ら
の
戸
籍
は
、
ど
の
よ
う
な
方
針
の
下
で
作

成
さ
れ
、
ま
た
、
記
載
さ
れ
た
戸
が
編
成
さ
れ
た
の
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

本
稿
で
は
、
特
に
下
総
国
戸
籍
に
絞
り
、
戸
の
編
成
方
針
を
検
討
し
て
い
く
。
し

か
し
、
下
総
国
戸
籍
を
対
象
と
す
る
と
い
っ
て
も
、
検
討
す
べ
き
事
項
は
非
常
に
多

い
。
そ
の
た
め
、
寄
口
に
絞
っ
て
考
察
し
て
い
く
。
寄
口
と
は
、
戸
主
と
の
親
族
関

係
が
不
明
で
「
寄
口
」
と
の
み
表
記
さ
れ
て
い
る
戸
の
成
員
（
戸
口
）
で
あ
る
。
御

野
国
戸
籍
、
西
海
道
戸
籍
と
比
べ
、
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
の
割
合
は
、
復
原
可
能
な

戸
口
数
に
比
べ
る
と
非
常
に
低
い
数
値
を
示
す
。
こ
の
点
は
、
従
来
、
指
摘
さ
れ
続

け
て
き
た
が
、
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
が
ど
う
い
う
性
格
を
有
し
、
何
を
要
因
と
し
て

編
成
さ
れ
た
か
は
深
く
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
御
野
国
戸
籍
、
西

海
道
戸
籍
の
寄
口
を
検
討
し
、
得
ら
れ
た
結
果
を
下
総
国
戸
籍
に
も
援
用
し
、
す
べ

て
の
戸
籍
の
寄
口
を
一
律
的
に
定
義
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。 



 

先
述
の
通
り
、
各
戸
籍
は
史
料
的
に
性
質
が
異
な
る
た
め
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た

事
項
は
そ
の
戸
籍
内
で
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
ほ
か
の
戸
籍
の
検
討
結
果
を
援
用

す
る
べ
き
で
は
な
い
。
当
然
、
寄
口
の
性
格
と
編
成
要
因
も
各
戸
籍
で
異
な
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
個
別
に
検
討
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
下
総
国
戸
籍
に
み
え
る
各
戸
に
所
属
す
る
各
寄
口
を
戸
の
編
成
と
い

う
観
点
か
ら
考
察
し
、
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
の
性
格
と
編
成
要
因
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
検
討
か
ら
、
下
総
国
戸
籍
が
ど
う
い
っ
た
編
成
方
針
を
採
用
し
て
い
た
の
か
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
。
な
お
、
歴
名
部
の
翻
刻
は
、
市
川
市
史
編
さ
ん
歴
史
部
会
（
古

代
）
編
『
下
総
国
戸
籍
』（
二
〇
一
二
）
に
よ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
い
う
「
編
戸
」
と

は
「
戸
の
編
成
」
を
意
味
す
る
。 

 

一 

戸
籍
・
寄
口
の
先
行
研
究
概
観
―
編
戸
に
触
れ
て
― 

  

本
節
で
は
、
戸
を
編
成
す
る
編
戸
に
触
れ
つ
つ
、
戸
籍
史
料
と
寄
口
の
先
行
研
究

を
整
理
し
て
い
く
。
ま
ず
、
戸
籍
史
料
の
研
究
を
ま
と
め
て
い
く
。
戸
籍
史
料
の
解

釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
岸
俊
男
氏
を
代
表
と
す
る
「
郷
戸
擬
制
説
」、
石
母
田
正
氏
を
代

表
と
す
る
「
郷
戸
実
態
説
」、
安
良
城
盛
昭
氏
を
代
表
と
す
る
「
編
戸
擬
制
説
」、
南

部
曻
氏
を
代
表
と
す
る
「
編
戸
実
態
説
」
と
諸
説
あ
り
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
戸
（
郷

戸
、
房
戸
）
が
そ
も
そ
も
実
態
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
令
制
の
五
十
戸
一
里
の
枠

を
守
る
た
め
の
法
的
擬
制
な
記
載
な
の
か
が
根
本
的
な
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き

た(

2)

。
現
在
で
は
、
戸
籍
に
は
法
的
擬
制
な
記
載
も
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
記
載

さ
れ
た
（
編
成
さ
れ
た
）
戸
が
実
態
と
無
縁
で
は
な
い
と
す
る
「
編
戸
実
態
説
」
が

有
力
視
さ
れ
て
い
る(

3)

。 

 

実
態
か
擬
制
か
と
い
う
議
論
は
、
戸
籍
の
ど
の
記
載
が
実
態
を
反
映
し
て
お
り
、

擬
制
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
を
究
極
的
に
は
細
か
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
が
、「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
戸
籍
と
い
う
史
料
は
あ
く
ま
で
も
、
そ

れ
ぞ
れ
、
あ
る
造
籍
・
編
成
方
針
と
籍
式
を
も
と
に
し
て
造
ら
れ
た
台
帳
で
あ
る
。

実
態
か
擬
制
か
と
い
う
議
論
を
進
め
る
前
に
、
そ
こ
か
ら
一
歩
引
い
て
、
抑
も
、
戸

籍
に
記
載
さ
れ
た
戸
は
ど
う
い
っ
た
方
針
の
下
で
編
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
編
戸
に

着
目
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
下
総
国
戸
籍
は
、
郷
戸
五
十
戸
一
里
の
枠
組
み
を
守
っ

て
い
る
た
め
、
人
為
的
に
戸
が
編
成
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本

稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
寄
口
は
自
然
発
生
的
に
生
じ
た
の
で
は
な
く
、
戸
を
編
成
す

る
編
戸
の
過
程
で
生
じ
た
戸
口
で
あ
り
、
編
戸
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

編
戸
と
寄
口
の
関
係
性
に
言
及
し
た
上
で
、
編
戸
の
研
究
を
ま
と
め
て
い
く
。
編

戸
に
関
し
て
は
、
明
石
一
紀
、
井
上
亘
、
田
中
禎
昭
三
氏
の
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ

る(

4)

。
明
石
氏
と
井
上
氏
は
、
御
野
国
戸
籍
の
編
成
方
針
を
検
討
し
、
御
野
国
戸
籍

の
戸
は
、
戸
主
→
直
系
親
族
→
従
父
兄
弟
（
戸
主
同
党
）
親
族
→
寄
口
と
い
う
順
番

で
編
成
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
両
氏
の
編
戸
説
を
「
年
齢
原
理
」
と
い
う
視
点

か
ら
発
展
さ
せ
、
そ
の
視
点
を
も
っ
て
下
総
国
戸
籍
の
編
成
方
針
を
考
察
し
た
の
が

田
中
氏
で
あ
る
。
統
計
学
的
な
検
討
か
ら
、
下
総
国
戸
籍
の
戸
主
は
四
一
歳
を
年
齢

の
境
界
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
四
〇
歳
以
下
の
戸
主
に
は
監
督
・
指

導
者
層
に
あ
た
る
四
一
歳
以
上
の
女
性
（「
母
」、「
庶
母
」、「
姑
」）
が
同
籍
し
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
下
総
国
戸
籍
で
採
ら
れ
て
い
る
房
戸
制(

5)

は
、
四
〇
代
以
上
の

戸
主
任
用
率
を
高
め
る
こ
と
が
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。 



近
年
の
三
氏
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
編
戸
の
契
機
と
そ
の
方
針
、
特
に
戸
主
の
任

用
に
関
し
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
戸
主
～
寄
口
ま
で
の
編
成
の
順
番
と
年
齢

原
理
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
寄
口
が
ど
う
い
っ
た
方
針
の
も
と
で

編
成
さ
れ
た
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
下
総
国
戸
籍
の
寄
口

を
検
討
す
る
上
で
、
房
戸
制
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
房
戸
制
の
採
用

こ
そ
が
、
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
の
割
合
が
低
い
直
接
的
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
を
検
討
す
る
前
に
、
最
後
に
寄
口
の
研
究
を

ま
と
め
て
い
く
。 

先
述
し
た
が
、
寄
口
と
は
、
戸
主
と
の
親
族
関
係
が
不
明
な
戸
口
で
あ
る
。
御
野

国
戸
籍
で
は
「
寄
人
」・「
奇
人
」、
計
帳
で
は
「
寄
」
と
記
載
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
用
語

は
古
代
日
本
の
戸
籍
・
計
帳
に
し
か
み
え
な
い
用
語
で
あ
る
。
寄
口
が
い
か
な
る
性

格
を
有
し
、
編
成
さ
れ
た
要
因
は
何
か
と
い
う
点
は
長
年
議
論
さ
れ
て
き
た
。
石
母

田
氏
を
代
表
と
す
る
「
没
落
・
隷
属
農
民
説
」、
岡
本
堅
次
氏
を
代
表
と
す
る
「
編
戸

説
」、
門
脇
禎
二
氏
を
代
表
と
す
る
「
戸
主
親
族
説
」、
南
部
氏
を
代
表
と
す
る
「
下

層
農
民
説
」
の
諸
説
が
挙
げ
ら
れ
、
特
に
、「
戸
主
親
族
説
」
と
「
下
層
農
民
説
」
が

対
立
し
て
き
た
の
で
あ
る(

6)

。
諸
説
に
共
通
す
る
点
は
、
す
べ
て
の
戸
籍
・
計
帳
に

記
載
さ
れ
た
寄
口
の
性
格
と
編
成
要
因
を
一
律
的
に
定
義
し
て
い
る
点
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
近
年
、
御
野
国
戸
籍
、
西
海
道
戸
籍
の
検
討
か
ら
、
井
上
氏
が
「
編
戸

説
」
の
立
場
か
ら
、
明
石
氏
が
「
戸
主
親
族
説
」
の
立
場
か
ら
、
本
庄
総
子
氏
が
「
下

層
農
民
説
」
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
論
考
を
提
示
し
た(

7)

。
井
上
氏
は
、
御
野
国
戸

籍
の
寄
人
は
「
戸
主
同
党
」（
父
系
の
イ
ト
コ
）
の
範
囲
外
で
あ
り
、
郷
戸
主
か
ら
み

れ
ば
、
別
の
戸
か
ら
流
入
し
て
き
た
戸
口
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
明
石
氏
は
、
御
野

国
戸
籍
の
寄
人
は
各
戸
内
の
正
丁
数
を
調
整
す
る
た
め
に
人
為
的
に
編
成
さ
れ
た
戸

口
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
本
庄
氏
は
、
明
石
氏
を
批
判
し
、
御
野
国
戸
籍
の
寄
人
は

各
戸
内
の
正
丁
数
で
は
な
く
、
本
来
は
、「
課
丁
数
」(

8)

を
調
整
す
る
た
め
に
人
為
的

に
編
成
さ
れ
た
戸
口
で
あ
る
と
み
な
し
、
御
野
国
戸
籍
は
七
世
紀
の
戦
時
体
制
に
即

し
た
編
成
方
法
が
採
ら
れ
た
と
指
摘
し
た
。 

近
年
の
三
氏
の
寄
口
研
究
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
戸
は
人
為

的
に
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
寄
口
も
編
戸
を
前
提
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
三
氏
は
御
野
国
戸
籍
、
西
海
道
戸
籍
で
の
考
察
で
あ
り
、
下
総
国
戸

籍
を
対
象
と
し
て
い
な
い
。
本
庄
氏
は
、
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
を
考
察
す
る
上
で
、

房
戸
制
が
ど
う
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
示
唆

す
る
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
御
野
国
戸
籍
、
西
海
道
戸
籍
の
検

討
か
ら
、
寄
人
・
寄
口
の
性
格
と
編
成
要
因
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
一
律
的
に
定

義
し
て
い
る
。
寄
口
を
、
編
戸
を
前
提
に
考
え
る
な
ら
ば
、
各
戸
籍
の
各
寄
口
が
同

一
の
性
格
と
編
成
要
因
を
有
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
早
計
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

別
個
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
早
く
か
ら
、
宮
本
救
、
中
田
興
吉
両
氏

が
指
摘
し
て
い
る(

9)

。 

次
節
以
降
、
下
総
国
戸
籍
に
み
え
る
各
寄
口
が
房
戸
制
の
下
で
ど
う
い
う
性
格
を

有
し
、
何
を
要
因
と
し
て
編
成
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

二 

寄
口
「
私
部
伊
呂
賣
」
の
性
格
と
編
成
要
因 

  

下
総
国
戸
籍
は
三
通
の
戸
籍
、
葛
飾
郡
大
嶋
郷
戸
籍
・
倉
麻
郡
意
布
郷
戸
籍
・
釪



托
（
香
取
）
郡
山
幡
郷
戸
籍
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
内
、
大
嶋
郷
戸
籍
の
末
尾
に
は

甲
和
里
・
仲
村
里
・
嶋
俣
里
の
全
戸
口
数
（
そ
れ
ぞ
れ
、
四
五
四
人
、
三
六
七
人
、

三
七
〇
人
で
、
計
一
一
九
一
人
）
と
郷
戸
数
「
五
十
戸
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
三

里
の
内
、
嶋
俣
里
の
残
存
状
況
が
特
に
良
好
で
、
今
復
原
の
限
り
で
三
一
五
人
残
っ

て
お
り
、
お
よ
そ
八
五
％
の
残
存
率
で
あ
る
（
歴
名
部
分
は
欠
落
し
て
い
て
も
、
戸

の
統
計
部
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
統
計
部
か
ら
便
宜
的
に
復
原
し
た

戸
口
も
含
め
る
）。
甲
和
里
は
復
原
の
限
り
で
二
〇
〇
人
残
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
四

四
％
の
残
存
率
で
あ
る
。
荒
井
秀
規
氏
が
「
仲
村
里
ヵ
」
と
想
定
し
た
戸
口
は
復
原

の
限
り
で
八
八
人
残
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
二
三
．
九
％
の
残
存
率
で
あ
る
。
ほ
か
に
、

里
の
わ
か
ら
な
い
不
明
里
の
戸
口
は
七
五
人
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
大
嶋
郷
戸
籍
は

六
七
八
人
を
復
原
で
き
る(

10)

。 

 

下
総
国
戸
籍
に
み
え
る
寄
口
、
ま
た
そ
の
親
族
は
、
現
在
、
大
嶋
郷
戸
籍
に
の
み

み
え
、
そ
の
数
は
九
人
で
あ
り
、
六
七
八
人
の
内
、
お
よ
そ
一
．
三
％
の
割
合
で
あ

る
。
嶋
俣
里
三
一
五
人
で
考
え
れ
ば
、
お
よ
そ
二
．
八
五
％
の
割
合
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
極
め
て
低
い
数
値
で
あ
る
。
九
人
の
内
、
単
一
で
所
属
し
て
い
る
寄
口

は
一
人
で
、
残
り
の
八
人
は
親
族
単
位
で
所
属
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
九
人
の
寄

口
を
具
体
的
に
み
て
い
く
。
本
節
で
は
、
単
一
で
所
属
し
て
い
る
寄
口
「
私
部
伊
呂

賣
」
の
性
格
と
編
成
要
因
を
検
討
し
て
い
く
。 

 ①
寄
口
「
私
部
伊
呂
賣
」
所
属
関
係
戸
（
以
下
、
傍
点
は
筆
者
） 

戸
主 

孔
王
部
猪 

年
肆
拾
貮
歳 

 
 

正
丁 

 

課
戸 

母 

小
長
谷
部
椋
賣 

年
捌
拾
肆
歳 

 

耆
女 

妻 

孔
王
部
若
賣 

年
参
拾
玖
歳 

 
 

丁
妻 

男 

孔
王
部
乎
刀
良 

年
拾
玖
歳 

 
 

少
丁 

 
 

男 

孔
王
部
白
麻
呂 

年
漆
歳 

 
 
 

小
子 

男 

孔
王
部
小
白 

 

年
肆
歳 

 
 
 

小
子 

男 

孔
王
部
弟
麻
呂 

年
壹
歳 

 
 
 

緑
児 

女 

孔
王
部
若
賣 

年
拾
伍
歳 

 
 
 

小
女 

女 

孔
王
部
妹
賣 

年
捌
歳 

 
 
 
 

小
女 

女 

孔
王
部
子
若
賣 

年
陸
歳 

 
 
 

小
女 

弟 

孔
王
部
子
猪 

年
参
拾
歳 

 
 
 

正
丁 

 
 

私
部
伊
呂
賣

．
．
．
．
． 

年
伍
拾
捌
歳

．
．
．
．
． 

 
 
 
 

丁
女
．
． 

 

寄
口
．
． 

 

戸 

孔
王
部
奈
為 

年
肆
拾
漆
歳 

 
 

正
丁 

 

課
戸 

戸
主
猪
兄 

妻 

孔
王
部
阿
古
賣 

年
肆
拾
漆
歳 

 

丁
妻 

妾 

孔
王
部
宮
賣 

年
参
拾
玖
歳 

 
 

丁
妾 

男 

孔
王
部
麻
呂 

年
拾
肆
歳 

 
 
 

小
子 

 

嫡
子 

男 

孔
王
部
古
麻
呂 

年
拾
壹
歳 

 
 

小
子 

 

嫡
弟 

女 

孔
王
部
子
妹
賣 

年
捌
歳 

 
 
 

小
女 

姑 

孔
王
部
古
都
賣 

年
陸
拾
陸
歳 

 

耆
女 

従
父
弟 

孔
王
部
国 

年
参
拾
捌
歳 

 

残
疾 

  

①
「
私
部
伊
呂
賣
」
は
、
戸
主
「
孔
王
部
猪
」
と
は
別
姓
の
寄
口
で
あ
り
、
単
一
で

所
属
し
て
い
る
五
八
歳
の
丁
女
で
あ
る
。「
孔
王
部
猪
」
の
戸
に
は
房
戸
が
一
つ
属
し



て
お
り
、
所
属
す
る
戸
口
は
、
郷
戸
十
二
人
、
房
戸
八
人
（
房
戸
主
は
「
孔
王
部
猪
」

の
兄
「
孔
王
部
奈
為
」）
の
計
二
〇
人
で
あ
る
。 

 

寄
口
所
属
戸
を
確
認
し
た
上
で
、
寄
口
を
個
別
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、
別
姓
で

あ
り
、
単
一
で
所
属
し
て
い
る
①
「
私
部
伊
呂
賣
」
所
属
戸
は
、
戸
主
「
孔
王
部
猪
」

と
そ
の
母
、
妻
、
男
四
人
、
女
三
人
、
弟
（
三
〇
歳
）
と
戸
主
の
直
系
親
族
＋
配
偶
者

＋
傍
系
親
族
（
弟
）
が
同
籍
し
て
い
る
。
ま
た
、「
猪
」
の
郷
戸
に
は
房
戸
が
一
つ
所

属
し
て
お
り
、
房
戸
主
は
「
猪
」
の
兄
で
あ
る
「
孔
王
部
奈
為
」（
四
七
歳
）
で
あ
る
。

嫡
子
や
よ
り
年
上
の
尊
属
継
承
で
あ
れ
ば
、「
猪
」
で
は
な
く
「
奈
為
」
が
郷
戸
主
と

な
っ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
が
、
実
際
、
戸
籍
に
は
弟
の
「
猪
」
が
郷
戸
主
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
、
郷
戸
主
が
必
ず
し
も
嫡
子
尊
属
に
継
承
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
指
摘
す
る
だ
け
に
留
め
る
。 

さ
て
、「
奈
為
」
の
房
戸
を
み
る
と
、
妻
、
妾
、
男
二
人
、
女
、
姑
、
従
父
弟
と
戸

主
の
直
系
親
族
＋
傍
系
親
族
（
姑
、
従
父
弟
）
が
同
籍
し
て
い
る
。
同
姓
の
「
姑
」
は

当
人
（
戸
主
）
の
父
の
姉
妹
で
あ
り
、「
従
父
弟
」
は
当
人
（
戸
主
）
の
父
の
兄
弟
の

息
子
（
戸
主
よ
り
も
年
下
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る(

11)

。
以
上
、
郷
戸
主
「
猪
」
の
郷
戸

は
戸
主
直
系
親
族
＋
配
偶
者
＋
傍
系
親
族
（
弟
）
＋
寄
口
、
房
戸
主
「
奈
為
」
の
房
戸

は
直
系
親
族
＋
傍
系
親
族
（
姑
、
従
父
弟
）
が
そ
れ
ぞ
れ
同
籍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

田
中
氏
が
指
摘
し
た
年
齢
原
理
で
考
え
る
と
、
下
総
国
戸
籍
の
戸
主
の
任
用
年
齢
の

境
界
は
四
一
歳
で
あ
る
た
め
、
郷
戸
主
「
猪
」（
四
二
歳
）
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
境
界
直

後
で
あ
る
。
一
方
、
房
戸
主
「
奈
為
」（
四
七
歳
）
は
数
え
五
歳
年
上
で
あ
る
。
母
「
小

長
谷
部
椋
賣
」
が
郷
戸
主
「
猪
」
の
戸
に
同
籍
し
た
理
由
を
考
え
る
な
ら
ば
、
郷
戸
主

「
猪
」
は
房
戸
主
「
奈
為
」
よ
り
も
年
下
で
あ
り
戸
主
と
し
て
の
経
験
が
浅
い
た
め
、

監
督
・
指
導
者
層
で
あ
る
「
椋
賣
」
が
同
籍
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
弟
「
孔

王
部
子
猪
」（
三
〇
歳
）
は
、
ま
だ
戸
主
と
し
て
「
戸
政
」
を
堪
え
る
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
た
め
、
兄
で
あ
る
「
猪
」
の
郷
戸
に
同
籍
さ
れ
た
と
み
え
る(

12)

。
ま
た
、
弟
「
子

猪
」
は
確
か
に
傍
系
親
族
で
は
あ
る
が
、
郷
戸
主
「
猪
」
と
血
縁
関
係
に
あ
た
る
兄
弟

で
あ
る
た
め
非
常
に
近
し
い
親
族
で
あ
る
。 

房
戸
に
属
す
る
姑
「
孔
王
部
古
都
賣
」
は
、
郷
戸
に
属
す
る
母
「
椋
賣
」
ほ
ど
で
は

な
い
が
監
督
・
指
導
者
層
の
世
代
に
あ
た
る
。
そ
の
た
め
、
母
「
椋
賣
」
が
郷
戸
主
「
猪
」

を
指
導
し
、
姑
「
古
都
賣
」
が
房
戸
主
「
奈
為
」
を
指
導
し
た
と
も
想
定
で
き
る
。
し

か
し
、
房
戸
に
は
従
父
弟
「
孔
王
部
国
」（
残
疾
、
三
八
歳
）
も
同
籍
し
て
い
る
た
め
、

単
純
に
、
直
系
親
族
、
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
血
縁
関
係
が
近
い
傍
系
親
族
で
は

な
い
イ
ト
コ
関
係
に
あ
た
る
傍
系
親
族
は
房
戸
に
編
成
さ
れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
郷
戸
の
戸
口
が
、
寄
口
を
除
け
ば
、
そ
の
全
員
が
戸
主
の
直
系
親
族
、

配
偶
者
、
血
縁
関
係
が
近
い
傍
系
親
族
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
房
戸
に
は
、
よ
り

血
縁
関
係
が
遠
い
傍
系
親
族
を
同
籍
さ
せ
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、「
猪
」
の
郷
戸
と

「
奈
為
」
の
房
戸
が
編
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
て
、
寄
口
「
伊
呂
賣
」
を
検
討
す
る
。
大
嶋
郷
の
郷
戸
は
三
一
戸
、

欠
落
戸
を
除
け
ば
二
七
戸
残
っ
て
い
る
。
二
七
戸
の
内
、
一
戸
あ
た
り
の
平
均
戸
口
数

は
お
よ
そ
十
一
．
七
人
で
あ
る
た
め
、「
伊
呂
賣
」
を
除
い
た
十
一
人
の
戸
口
数
は
平

均
に
近
い
数
値
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、「
伊
呂
賣
」
は
戸
口
数
を
調
整
す
る

た
め
に
、
郷
戸
主
「
猪
」
の
戸
に
編
成
さ
れ
た
と
は
評
価
で
き
な
い
。
ま
た
、「
猪
」

の
郷
戸
は
戸
主
と
血
縁
関
係
の
近
い
親
族
＋
配
偶
者
を
同
籍
さ
せ
る
、
房
戸
主
「
奈
為
」

の
房
戸
は
さ
ら
に
血
縁
関
係
の
遠
い
傍
系
親
族
を
も
含
め
て
同
籍
さ
せ
る
と
い
う
方



針
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、 

ⅰ
郷
戸
に
所
属
す
る
「
私
部
伊
呂
賣
」
は
戸
主
の
直
系
親
族
か
血
縁
関
係
の
近
い

親
族
、
も
し
く
は
配
偶
者
の
親
族
。 

ⅱ
傍
系
親
族
の
範
囲
外
（
＝
郷
戸
主
・
房
戸
主
と
の
血
縁
関
係
を
戸
籍
の
記
載
上
、

追
え
な
い
範
囲
）
で
あ
る
た
め
房
戸
に
属
さ
ず
、
郷
戸
に
編
成
さ
れ
た
。 

と
二
通
り
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。 

「
私
部
伊
呂
賣
」
が
直
系
親
族
、
ま
た
は
血
縁
関
係
の
近
い
親
族
で
あ
っ
た
場
合
、

な
ぜ
、「
寄
口
」
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
点
が
説
明
で
き
な
い
。
ま

た
、
配
偶
者
で
あ
る
戸
主
妻
「
孔
王
部
若
賣
」（
三
九
歳
）
と
親
族
関
係
の
た
め
編
成

さ
れ
た
と
考
え
た
場
合
、「
若
賣
」（
父
の
「
孔
王
部
」
氏
姓
を
名
乗
っ
た
。）
の
母
親

と
考
え
ら
れ
、
戸
主
の
義
母
と
み
な
せ
る
。
そ
の
場
合
、
義
母
を
表
す
名
称
が
な
か
っ

た
た
め
、
便
宜
的
に
「
寄
口
」
と
表
し
た
と
説
明
で
き
る
。
し
か
し
、
下
総
国
戸
籍
上
、

戸
主
妻
の
母
親
が
同
籍
し
て
い
る
例
は
皆
無
で
あ
る
。
仮
に
、「
伊
呂
賣
」
が
唯
一
の

例
と
し
て
も
、
な
ぜ
唯
一
同
籍
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
。
さ
ら
に
、
た
と

え
、
戸
主
と
の
関
係
で
親
族
名
称
を
表
せ
ず
と
も
、「
若
賣
」
の
母
親
で
あ
れ
ば
、「
私

部
伊
呂
賣
」
が
記
載
さ
れ
た
行
の
末
尾
に
「
若
賣
母
」
と
表
記
す
れ
ば
済
む
こ
と
で
あ

り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
寄
口
」
と
表
現
す
る
必
要
は
な
い
。
実
際
、
下
総
国
戸
籍
に
は
、
房

戸
主
と
の
続
柄
が
不
明
で
あ
る
も
の
の
、「
神
母
」（「
神
」
は
房
戸
主
の
男
）
と
表
記

さ
れ
て
い
る
女
性
戸
口
「
孔
王
部
刀
良
賣
」
の
例
も
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、

「
私
部
伊
呂
賣
」
が
戸
主
妻
「
孔
王
部
若
賣
」
の
母
親
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
伊
呂
賣
」
を
ⅰ
の
解
釈
で
は
説
明
で
き
な
い
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、「
伊
呂
賣
」
は
郷
戸
主
「
孔
王
部
猪
」
の
直
系
親
族
や
血
縁
関
係
の
近

い
親
族
、
配
偶
者
の
親
族
と
い
っ
た
性
格
を
有
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
血
縁

関
係
の
遠
い
傍
系
親
族
で
あ
れ
ば
、
姑
や
従
父
弟
の
よ
う
に
「
孔
王
部
奈
為
」
の
房
戸

に
編
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
伊
呂
賣
」
は
房
戸
に
所
属
し
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
そ
の
よ
う
な
傍
系
親
族
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
も
断
定
で
き
な
い
。 

ⅱ
の
解
釈
の
よ
う
に
、
傍
系
親
族
の
範
囲
外
で
あ
る
た
め
、
郷
戸
主
「
猪
」
の
郷

戸
に
編
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、「
伊
呂
賣
」
は
「
猪
」

の
郷
戸
に
編
成
さ
れ
、「
寄
口
」
と
表
記
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
こ
そ
、
房

戸
制
の
採
用
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
御
野
国
戸
籍
と
西
海
道
戸
籍
は
房
戸
が
存
在
し
な

い
た
め
、
一
つ
の
戸
に
所
属
す
る
平
均
戸
口
数
が
下
総
国
戸
籍
よ
り
も
多
い
。
そ
の
た

め
、
寄
口
の
割
合
も
多
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
御
野
国
戸
籍
と
西
海
道
戸
籍
は
房
戸

制
を
採
用
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
郷
戸
五
十
戸
一
里
の
編
成
を
遵
守
し
、
戸
籍
の
記

載
上
、
郷
戸
と
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
解
体
さ
れ
た
郷
戸
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
解
体
さ
れ
た
郷
戸
に
所
属
す
る
戸
口
が
寄
口
と
し
て
、
ほ
か
の
郷
戸
に

編
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
寄
口
は
ほ
か
の
郷
戸
か
ら
の
流
入
者
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

一
方
、
下
総
国
戸
籍
は
房
戸
制
を
採
用
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
解
体
さ
れ
た
郷
戸

が
房
戸
と
し
て
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
房
戸
制
の
採
用
か
ら
、
寄
口
「
伊

呂
賣
」
を
解
体
さ
れ
た
戸
か
ら
の
流
入
者
と
は
評
価
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
解
体
さ
れ

た
戸
か
ら
の
流
入
者
と
考
え
た
場
合
、
な
ぜ
、
解
体
せ
ず
に
、
房
戸
と
し
て
分
立
し
な

か
っ
た
の
か
が
説
明
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
解
体
さ
れ
た
戸
が
あ
る
の
な
ら

ば
、
そ
こ
に
所
属
し
て
い
た
戸
口
が
寄
口
と
し
て
ほ
か
の
郷
戸
に
流
入
し
、
寄
口
の
数

は
よ
り
多
く
記
載
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
寄
口
は
九
人
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、



「
私
部
」
姓
の
寄
口
は
「
伊
呂
賣
」
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
寄
口
同
士
が
元
々
同
じ

戸
に
所
属
し
、
互
い
に
親
族
関
係
で
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

後
述
す
る
が
、
②
、
③
の
寄
口
親
族
が
各
所
属
戸
の
戸
主
と
親
族
関
係
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
①
寄
口
「
伊
呂
賣
」
も
戸
主
親
族
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

具
体
的
に
郷
戸
主
「
孔
王
部
猪
」
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
房
戸
制
を
採
用
し
て

お
り
、
郷
戸
五
十
戸
一
里
の
編
成
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
戸
か
ら
の
流
入
者
と
は
評
価

で
き
な
い
点
、
ま
た
、
ほ
か
の
寄
口
親
族
が
戸
主
親
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
か

ら
、
①
「
私
部
伊
呂
賣
」
も
戸
主
親
族
の
た
め
に
編
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

傍
系
親
族
の
範
囲
外
で
あ
る
た
め
、「
寄
口
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
こ
の
傍
系
親
族
の
範
囲
外
を
「
五
等
親
族
外
の
親
族
」
と
称
す
る(

13)

。 

 

三 

寄
口
「
孔
王
部
大
」
親
族
の
性
格
と
編
成
要
因 

 

②
寄
口
「
孔
王
部
大
」
親
族
所
属
関
係
戸 

戸
主 

孔
王
部
弥
等 

年
陸
拾
壹
歳 
 

老
丁 

 

課
戸 

妻 

孔
王
部
古
奈
賣 

年
陸
拾
陸
歳 

 

耆
妻 

男 

孔
王
部
小
倭 

年
貮
拾
伍
歳 

 
 

正
丁 

 

嫡
子 

女 

孔
王
部
古
与
理
賣 

年
参
拾
貮
歳 

丁
女 

 

嫡
女 

女 

孔
王
部
麻
与
理
賣 

年
貮
拾
玖
歳 

丁
女 

姪 

孔
王
部
阿
古
賣 

年
拾
陸
歳 

 
 

小
女 

弟 

孔
王
部
麻
古
賣 

年
拾
肆
歳 

 
 

小
女 

孔
王
部
大

．
．
．
． 

年
漆
拾
玖
歳

．
．
．
．
． 

 
 
 
 
 

耆
老
．
． 

 

寄
口
．
． 

従
子
．
． 

孔
王
部
古
忍

．
．
．
．
． 

年
肆
拾
陸
歳

．
．
．
．
． 

 

正
丁
．
． 

娣． 

孔
王
部
倭
賣

．
．
．
．
． 

年
肆
拾
参
歳

．
．
．
．
． 

 
 

丁
女
．
． 

弟． 

孔
王
部
犬
賣

．
．
．
．
． 

年
参
拾
伍
歳

．
．
．
．
． 

 
 

丁
女
．
． 

 

戸 

孔
王
部
刀
良 

年
参
拾
壹
歳 

 
 

正
丁 

 

課
戸 

戸
主
孔
王
部
三
止
従
父
弟 

男 

孔
王
部
古
徳
麻
呂 

年
貮
歳 

 
 

緑
児 

弟 

孔
王
部
小
刀
良 

年
参
拾
歳 

 
 

正
丁 

 

兵
士 

姉 

孔
王
部
若
賣 

年
肆
拾
漆
歳 

 
 

丁
女 

妹 

孔
王
部
古
都
賣 

年
参
拾
玖
歳 

 

丁
女 

従
父
弟 

孔
王
部
古
奈 

年
貮
拾
伍
歳 

正
丁 

女 

孔
王
部
廣
刀
自
賣 

年
貮
歳 

 
 

緑
女 

外
従
父
妹 

孔
王
部
伎
弥
賣 

年
伍
拾
参
歳 

丁
女 

弟 

孔
王
部
宮
賣 

年
伍
拾
壹
歳 

 
 

丁
女 

 

 

②
「
孔
王
部
大
」
は
、
戸
主
「
孔
王
部
弥
等
（
三
止
）」
と
同
姓
の
寄
口
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
「
孔
王
部
」
氏
姓
の
従
子
「
古
忍
」、
娣
「
倭
賣
」、
弟
「
犬
賣
」（「
倭
賣
」

の
妹
）
と
共
に
親
族
単
位
で
所
属
し
て
い
る
。
郷
戸
主
「
弥
等
」
の
戸
に
は
房
戸
が
一

つ
属
し
て
お
り
、
所
属
す
る
戸
口
は
、
郷
戸
十
一
人
、
房
戸
九
人
（
房
戸
主
は
「
弥
等
」

の
従
父
弟
「
孔
王
部
刀
良
」）
の
計
二
〇
人
で
あ
る
。 

②
寄
口
「
大
」
親
族
所
属
戸
は
、
郷
戸
主
「
弥
等
」
と
そ
の
妻
、
男
、
女
二
人
、
姪
、

弟
（
姪
の
妹
の
た
め
、
こ
の
戸
口
も
戸
主
の
姪
に
あ
た
る
）
と
戸
主
の
直
系
親
族
＋
配

偶
者
＋
傍
系
親
族
（
姪
二
人
）
＋
寄
口
四
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
大
」
は
七
九
歳



の
耆
老
で
あ
り
、
大
嶋
郷
戸
籍
の
中
で
唯
一
、
六
一
歳
以
上
の
高
齢
者
男
性
二
人
（
郷

戸
主
「
弥
等
」
六
一
歳
老
丁
、
寄
口
「
大
」）
が
同
籍
し
て
い
る
事
例
で
あ
る
。
寄
口

の
中
で
も
特
異
な
「
大
」
は
、
先
行
研
究
で
も
た
び
た
び
触
れ
ら
れ
て
き
た
。
岡
本
氏
、

岸
氏
が
郷
里
制
下
の
寄
口
は
房
戸
に
吸
収
さ
れ
た
と
主
張
し
た
こ
と
に
対
し
、
南
部
氏

は
郷
戸
に
属
す
る
「
大
」
の
事
例
を
も
っ
て
否
定
し
て
い
る(

14)

。 

ま
た
、
田
中
氏
は
年
齢
原
理
の
考
察
過
程
で
「
孔
王
部
大
」
を
、「
戸
主
よ
り
年
配

に
当
た
る
男
性
親
族
」
で
あ
り
、「
便
宜
的
に
寄
口
と
し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
す
る(

15)

。
男
性
高
齢
者
は
優
先
的
に
、
郷
戸
主
・
房
戸
主
に
任
用
さ
れ
る
原
則

が
働
い
て
い
た
の
だ
が
、
例
外
的
に
「
大
」
は
戸
主
と
な
ら
ず
寄
口
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

戸
主
の
戸
口
と
し
て
同
籍
さ
れ
る
「
父
」、「
兄
」、「
従
父
兄
」
の
事
例
は
四
例
の
み
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
戸
主
と
そ
の
年
配
の
男
性
尊
属
と
が
同
籍
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
避

け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
つ
ま
り
、 

ⅰ
「
戸
主
よ
り
年
配
で
老
丁
・
耆
老
に
相
当
す
る
男
性
親
族
は
、
戸
口
と
し
て
登
録

せ
ず
別
の
戸
主
と
し
て
任
用
す
る
」 

ⅱ
「
同
一
郷
戸
内
に
二
人
以
上
の
高
齢
者
を
戸
主
と
し
て
任
用
し
な
い
」（
こ
こ
で

い
う
、「
郷
戸
」
と
は
所
属
す
る
房
戸
を
含
め
た
広
義
の
「
郷
戸
」
で
あ
る
） 

と
い
う
原
則
が
あ
っ
た
た
め
、
郷
戸
主
「
孔
王
部
弥
等
」
が
高
齢
者
戸
主
で
あ
る
以
上
、

年
配
の
「
大
」
を
「
弥
等
」
の
戸
口
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
、
二
人

目
の
房
戸
主
と
し
て
析
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、
便
宜
的
に
寄
口
と
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
編
戸
の
原
則
は
、
養
老
期
特
有
な
も
の
で
あ

り
、「
析
出
不
可
」（
戸
主
と
し
て
別
の
戸
を
成
し
得
な
い
）
と
さ
れ
た
高
齢
者
は
寄
口

に
編
成
さ
れ
た
と
田
中
氏
は
述
べ
る
。 

確
か
に
、
下
総
国
戸
籍
上
、
復
原
で
き
る
限
り
で
男
性
高
齢
者
（
老
丁
・
耆
老
）
は

八
人
い
る
が
、
寄
口
「
大
」
を
除
い
た
七
人
は
、
老
丁
郷
戸
主
三
人
、
耆
老
郷
戸
主
一

人
、
老
丁
房
戸
主
二
人
、
耆
老
房
戸
主
一
人
と
全
員
が
戸
主
で
あ
る
た
め
、
六
一
歳
以

上
の
高
齢
者
を
優
先
的
に
戸
主
に
任
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ⅱ
の
「
同

一
郷
戸
内
に
二
人
以
上
の
高
齢
者
を
戸
主
と
し
て
任
用
し
な
い
」
と
い
う
原
則
、
い
わ

ば
編
成
方
針
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
耆
老
房
戸
主
の
内
、
里
は
不
明
で
あ
る
が
、「
孔

王
部
熊
」（
六
六
歳
）
の
房
戸
が
残
存
し
て
い
る
。「
熊
」
に
は
、「
戸
主
加
佐
乎
甥
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。「
戸
主
加
佐
乎
」
と
は
欠
落
し
て
い
る
郷
戸
主
「
加
佐
乎
」
の

こ
と
で
あ
る
。
親
族
名
称
「
甥
」
は
、
当
人
（
戸
主
）
の
姉
妹
の
息
子
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
戸
主
よ
り
も
下
の
世
代
を
表
す
名
称
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
房
戸
主

「
熊
」
が
耆
老
で
あ
る
以
上
、
欠
落
郷
戸
主
「
加
佐
乎
」
も
耆
老
の
は
ず
で
あ
る
。
こ

の
点
に
関
し
て
は
、
宮
本
氏
も
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
る(

16)

。 

つ
ま
り
、
同
一
郷
戸
内
に
二
人
以
上
の
高
齢
者
（
耆
老
）
を
戸
主
と
し
て
任
用
し
て

い
た
の
で
あ
る
。「
加
佐
乎
」
は
確
認
で
き
ず
、
ま
た
、
仮
に
例
外
と
し
て
成
り
立
つ

と
し
て
も
復
原
の
限
り
唯
一
の
例
で
あ
る
た
め
、
や
は
り
原
則
的
に
は
任
用
し
な
い
の

で
あ
る
、
と
い
う
批
判
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
、
唯
一
の
例
と
し
て
も
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
大
嶋
郷
戸
籍
を
復
原
す
る
限
り
、
欠
落
し
て
い
な
い
郷
戸
は
五

十
戸
中
二
七
戸
、
房
戸
は
全
体
が
不
明
で
あ
る
が
四
〇
戸
み
え
る
。
当
然
、
欠
落
戸
の

中
に
同
様
の
事
例
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。 

同
一
郷
戸
内
に
二
人
以
上
の
高
齢
者
戸
主
が
任
用
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
な
ら
ば
、

「
大
」
は
な
ぜ
「
寄
口
」
と
表
記
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
や
は
り
、
田
中
氏
も
指
摘
し

た
よ
う
に
、
七
九
歳
と
い
う
年
齢
が
要
因
と
考
え
る
。
耆
老
戸
主
は
先
の
房
戸
主
「
熊
」



（
六
六
歳
）
の
ほ
か
、
耆
老
郷
戸
主
「
孔
王
部
三
村
」
が
嶋
俣
里
に
み
え
る
。「
三
村
」

は
七
一
歳
の
耆
老
で
、
妻
（
六
一
歳
）、
妾
（
三
九
歳
）、
男
二
人
（
二
八
歳
の
嫡
子
兵

士
、
二
五
歳
）、
女
二
人
（
三
九
歳
、
一
歳
）、
孫
（
年
齢
は
欠
落
し
て
い
る
が
、「
緑

児
」）
が
同
籍
し
て
い
る
。
七
一
歳
と
高
齢
で
は
あ
る
が
、
戸
を
継
承
す
る
で
あ
ろ
う

二
人
の
男
が
同
籍
し
て
い
る
。 

復
原
可
能
な
範
囲
内
で
の
下
総
国
戸
籍
に
み
え
る
二
人
の
耆
老
戸
主
を
み
て
き
た

が
、
い
ず
れ
も
耆
老
寄
口
「
孔
王
部
大
」
よ
り
も
年
下
で
あ
り
、
ま
た
、
直
系
親
族
・

配
偶
者
と
同
籍
し
て
い
る
。
一
方
の
「
大
」
は
、
同
じ
耆
老
で
あ
っ
て
も
す
で
に
七
九

歳
と
八
〇
歳
手
前
で
あ
り
、
直
系
親
族
・
配
偶
者
と
同
籍
し
て
い
な
い
。
同
じ
寄
口
と

し
て
、
従
子
「
孔
王
部
古
忍
」（
四
六
歳
）、
娣
「
孔
王
部
倭
賣
」（
四
三
歳
）、
弟
（「
倭

賣
」
の
妹
）「
孔
王
部
犬
賣
」（
三
五
歳
）
が
同
籍
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
大
」
と

は
傍
系
の
親
族
で
あ
る
。 

 

ⅱ
の
原
則
が
成
立
せ
ず
、
同
一
郷
戸
内
に
二
人
以
上
の
高
齢
者
戸
主
が
任
用
さ
れ

た
事
例
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、「
大
」
も
「
孔
王
部
弥
等
」
の
郷
戸
に
所
属
す
る
房
戸

の
戸
主
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
大
」
は
養
老
五

年
時
点
で
す
で
に
七
九
歳
と
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
、
田
中
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
戸

主
と
し
て
析
出
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
齢
と
い
う
理
由
以
外

に
、「
大
」
に
は
直
系
親
族
と
配
偶
者
が
い
な
い
た
め
、
房
戸
を
形
成
で
き
な
か
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
嶋
郷
戸
籍
の
戸
主
の
内
、
傍
系
親
族
の
み
と
同
籍
し
て
い
る

戸
は
十
二
例
み
え
る
。
そ
の
内
、「
大
」
と
同
様
に
イ
ト
コ
関
係
と
の
み
同
籍
し
て
い

る
戸
は
一
例
の
み
で
嶋
俣
里
の
房
戸
主
「
孔
王
部
綾
苅
」
と
そ
の
従
子
「
孔
王
部
兄
伎
」

の
戸
で
あ
る
。
こ
の
房
戸
は
戸
口
が
二
人
の
み
と
最
小
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

イ
ト
コ
関
係
で
み
れ
ば
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
傍
系
親
族
の
み
と
同
籍
し
て
い
る
例

は
十
一
例
の
た
め
、
合
わ
せ
て
十
二
例
挙
げ
ら
れ
る
。
大
嶋
郷
戸
籍
の
編
成
方
針
と
し

て
は
、
戸
を
構
成
す
る
た
め
に
、
戸
主
は
必
ず
し
も
直
系
親
族
や
配
偶
者
と
同
籍
す
る

必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
寄
口
「
大
」
が
、
同
籍
し
て
い
る
イ
ト
コ

関
係
の
戸
口
と
房
戸
を
形
成
す
る
こ
と
は
編
成
方
針
と
し
て
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

寄
口
と
し
て
同
籍
し
て
い
る
点
か
ら
、
や
は
り
、
七
九
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
た
め
房
戸

を
形
成
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、「
大
」
の
従
子
「
古
忍
」（
四
六
歳
の
正
丁
）
を
房
戸
主
と
す
れ
ば
、
寄

口
と
し
て
編
成
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
確
か
に
、「
古
忍
」
は
年
齢
原
理

と
し
て
も
戸
主
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
房
戸
主
は
原
則
、
郷
戸
主
の
イ
ト
コ
範
囲

内
の
親
族
が
任
用
さ
れ
て
い
る(

17)

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
郷
戸
主
「
弥
等
」
と
寄
口

「
大
」
の
従
子
で
あ
る
「
古
忍
」
は
イ
ト
コ
範
囲
外
の
親
族
同
士
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
あ
く
ま
で
も
、「
古
忍
」
は
寄
口
「
大
」
の
従
子
で
あ
っ
て
、
郷
戸
主

「
弥
等
」
の
従
子
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
イ
ト
コ
範
囲
外
で
あ
る
た
め
、「
古
忍
」
が

房
戸
主
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

ほ
か
に
、
大
嶋
郷
戸
籍
の
郷
戸
の
一
戸
あ
た
り
平
均
戸
口
数
が
十
一
．
七
人
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
戸
口
数
を
調
整
す
る
た
め
に
四
人
の
寄
口
を
編
成
し
た
と
も
評
価
で
き
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
平
均
が
十
一
．
七
人
で
あ
り
、
郷
戸
で
あ
っ
て
も
戸

口
数
が
一
桁
台
の
戸
は
散
見
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
戸
口
数
の
調
整
と
い
う
可
能
性
は

指
摘
で
き
る
も
の
の
、
積
極
的
に
戸
口
数
の
調
整
の
た
め
に
編
成
し
た
と
評
価
す
る
こ

と
は
早
計
で
あ
る
。 

以
上
か
ら
想
定
で
き
る
点
は
、
同
一
郷
戸
内
に
二
人
以
上
の
高
齢
者
戸
主
が
任
用
さ



れ
た
事
例
を
指
摘
で
き
る
以
上
、
耆
老
寄
口
「
孔
王
部
大
」
は
本
来
で
あ
れ
ば
房
戸
主

に
任
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
大
」
は
七
九
歳
と
現
在
で
い
え
ば
後
期

高
齢
者
で
あ
っ
た
た
め
、
戸
主
と
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
戸
は
直
系
親

族
や
配
偶
者
と
同
籍
し
て
い
な
く
て
も
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
針
で
あ
っ
た
た

め
、
寄
口
「
大
」
の
代
わ
り
に
、
従
子
「
孔
王
部
古
忍
」
が
房
戸
主
に
任
用
さ
れ
る
こ

と
も
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
房
戸
主
は
郷
戸
主
と
イ
ト
コ
範
囲
内
で
な
け

れ
ば
任
用
さ
れ
な
い
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
た
め
に
か
な
わ
ず
、
便
宜
的
に
四
人
は
寄

口
と
し
て
郷
戸
主
「
孔
王
部
弥
等
」
の
郷
戸
に
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
、「
大
」
が
本
来
、
房
戸
主
に
任
用
さ
れ
得
た
と
い
う
こ
と
は
、「
大
」
は
「
弥

等
」
の
イ
ト
コ
範
囲
内
の
男
性
親
族
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
考
察
の
過
程
は
異
な

っ
た
が
、
寄
口
「
大
」
は
戸
主
よ
り
年
配
に
あ
た
る
男
性
親
族
で
あ
り
、
便
宜
的
に
寄

口
と
し
て
登
録
さ
れ
た
と
い
う
田
中
氏
の
結
論
は
首
肯
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

四 

寄
口
「
孔
王
部
弟
国
」
親
族
の
性
格
と
編
成
要
因 

 

③
寄
口
「
孔
王
部
弟
国
」
親
族
所
属
関
係
戸 

戸
主
勲
十
一
等 

孔
王
部
猪 

年
肆
拾
肆
歳 

正
丁 

 

課
戸 

妻 

孔
王
部
麻
刀
賣 

年
肆
拾
陸
歳 

 
 
 

丁
妻 

妾 

磯
部
尓
伎
賣 

年
肆
拾
玖
歳 

 
 
 
 

丁
妾 

男 

孔
王
部
黒
麻
呂 

年
拾
捌
歳 

 
 
 
 

少
丁 

男 

孔
王
部
麻
呂 

年
拾
伍
歳 

 
 
 
 
 

小
子 

男 

孔
王
部
宇
閇 

年
拾
貮
歳 

 
 
 
 
 

小
子 

男 

孔
王
部
足
麻
呂 

年
肆
歳 

 
 
 
 
 

小
子 

男 

孔
王
部
五
百
足 

年
貮
歳 

 
 
 
 
 

緑
児 

女 

孔
王
部
真
物
賣 

年
貮
拾
貮
歳 

 
 
 

丁
女 

女 

孔
王
部
家
主
賣 

年
拾
漆
歳 

 
 
 
 

次
女 

女 

孔
王
部
手
子
賣 

年
拾
伍
歳 

 
 
 
 

小
女 

女 

孔
王
部
乎
手
子
賣 

年
陸
歳 

 
 
 
 

小
女 

従
父
妹 

孔
王
部
多
須
伎
賣 

年
参
拾
捌
歳 

丁
女 

 

戸 

孔
王
部
古
忍 

年
参
拾
伍
歳 

 
 

正
丁 

戸
主
勲
十
一
等
孔
王
部
猪
従
父
弟 

男 

孔
王
部
尾
麻
呂 

年
拾
漆
歳 

 
 

少
丁 

 

男 

孔
王
部
乎
刀
良 

年
捌
歳 

 
 
 

小
子 

男 

孔
王
部
真
刀
良 

年
陸
歳 

 
 
 

小
子 

女 

孔
王
部
宮
賣 

年
貮
拾
歳 

 
 
 

次
女 

女 

孔
王
部
小
宮
賣 

年
拾
壹
歳 

 
 

小
女 

姉 

孔
王
部
古
賣 

年
伍
拾
貮
歳 

 
 

丁
女 

姉 

孔
王
部
乎
等
賣 

年
参
拾
漆
歳 

 

丁
女 

孔
王
部
弟
国

．
．
．
．
． 

年
伍
拾
陸
歳

．
．
．
．
． 

 
 
 
 

正
丁
．
． 

 

寄
口
．
． 

女． 

孔
王
部
乎
徳
賣

．
．
．
．
．
． 

年
貮
拾
壹
歳

．
．
．
．
． 

 

丁
女
．
． 

従
父
弟

．
．
． 

孔
王
部
吉
麻
呂

．
．
．
．
．
． 

年
拾
肆
歳

．
．
．
． 

小
子
．
． 

妹． 
孔
王
部
弟
賣

．
．
．
．
． 

年
拾
貮
歳

．
．
．
． 

 
 
 

小
女
．
． 

 

戸 

孔
王
部
忍 
年
参
拾
漆
歳 

 
 
 
 

正
丁 

 

課
戸 



妹 

孔
王
部
若
賣 

年
拾
伍
歳 

 
 
 
 

小
女 

従
父
弟 

孔
王
部
小
刀
良 

年
貮
拾
歳 

 

少
丁 

母 
孔
王
部
手
子
賣 

年
陸
拾
壹
歳 

 
 

老
女 

妹 

孔
王
部
古
乎
奈
賣 

年
参
拾
伍
歳 

 

丁
女 

妹 

孔
王
部
真
宿
奈
賣 

年
参
拾
貮
歳 

 

丁
女 

従
父
弟 

孔
王
部
宮
麻
呂 

年
貮
拾
捌
歳 

正
丁 

庶
母 

孔
王
部
古
都
賣 

年
陸
拾
玖
歳 

 

耆
女 

娣 

孔
王
部
阿
耶
賣 

年
貮
拾
参
歳 

 
 

丁
女 

弟 

孔
王
部
阿
古
賣 

年
貮
拾
歳 

 
 
 

次
女 

  

③
「
孔
王
部
弟
国
」
は
、
房
戸
主
「
孔
王
部
古
忍
」
と
同
姓
の
寄
口
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
「
孔
王
部
」
氏
姓
の
女
「
乎
徳
賣
」、
従
父
弟
「
吉
麻
呂
」、
妹
「
弟
賣
」（「
吉
麻

呂
」
の
妹
）
と
共
に
親
族
単
位
で
所
属
し
て
い
る
。「
古
忍
」
は
、
郷
戸
主
「
孔
王
部

猪
」（
勲
十
一
等
所
有
）
の
従
父
弟
で
あ
り
、
ほ
か
に
、「
孔
王
部
忍
」
の
房
戸
が
あ
る

た
め
、「
猪
」
の
郷
戸
に
は
二
つ
の
房
戸
が
属
し
て
い
る
。
所
属
す
る
戸
口
は
、
郷
戸

十
三
人
、「
古
忍
」
房
戸
十
二
人
、「
忍
」
房
戸
十
人
の
計
三
五
人
で
あ
る
。 

「
弟
国
」
所
属
戸
は
、
そ
れ
ま
で
の
二
つ
の
寄
口
所
属
戸
と
異
な
り
房
戸
で
あ
る
。

房
戸
主
は
「
古
忍
」
で
あ
り
、
そ
の
男
三
人
、
女
二
人
、
姉
二
人
の
直
系
親
族
＋
血
縁

関
係
が
近
い
傍
系
親
族
＋
「
弟
国
」
を
含
め
た
四
人
の
寄
口
が
同
籍
し
て
い
る
。
四
人

の
寄
口
は
、「
弟
国
」（
五
六
歳
の
正
丁
）
と
そ
の
女
、
そ
の
従
父
弟
、
従
父
弟
の
妹
（「
弟

国
」
か
ら
み
れ
ば
従
父
妹
）
で
あ
り
、「
弟
国
」
を
中
心
に
考
え
れ
ば
直
系
親
族
一
人

＋
傍
系
親
族
二
人
が
同
籍
し
て
い
る
。
大
嶋
郷
戸
籍
に
お
け
る
房
戸
の
平
均
戸
口
数
は

八
人
で
あ
り
、
寄
口
四
人
を
除
け
ば
、
ち
ょ
う
ど
平
均
の
八
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

戸
口
数
を
調
整
す
る
た
め
に
寄
口
四
人
を
同
籍
さ
せ
た
と
は
評
価
で
き
な
い
。 

 

さ
て
、
房
戸
主
「
古
忍
」（
三
五
歳
）
は
郷
戸
主
「
猪
」（
四
四
歳
、
勲
十
一
等
所
有
）

の
従
父
弟
で
あ
る
。「
古
忍
」
の
ほ
か
に
、
郷
戸
主
「
猪
」
と
の
関
係
性
は
不
明
で
あ

る
が
、
房
戸
主
「
忍
」
の
房
戸
が
属
す
る
。「
忍
」
と
い
う
名
か
ら
、
房
戸
主
「
古
忍
」

と
の
親
族
関
係
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
復
原
可
能
の
房
戸
主
は
、
親
族
名
称
が
欠
落

し
て
い
る
房
戸
主
「
忍
」
の
例
を
除
け
ば
、
例
外
な
く
す
べ
て
郷
戸
主
の
イ
ト
コ
範
囲

内
の
親
族
が
任
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
房
戸
主
「
忍
」
も
郷
戸
主
「
猪
」
の
イ
ト

コ
範
囲
内
の
親
族
で
あ
り
、
そ
の
関
係
性
が
脱
字
し
た
と
指
摘
で
き
る
。「
忍
」
の
房

戸
は
、
そ
の
妹
一
人
、
従
父
弟
親
族
A
（
従
父
弟
、
そ
の
母
、「
妹
」
二
人
。
た
だ
し
、

表
記
上
は
「
妹
」
で
あ
る
が
、
年
齢
は
従
父
弟
よ
り
も
十
歳
以
上
年
上
の
た
め
、
同
母

姉
を
示
す
「
妹
」
か
。）、
従
父
弟
親
族
B
（
従
父
弟
、
そ
の
庶
母
、
娣
、
弟
（
娣
の
妹
））

が
同
籍
し
て
お
り
、
十
人
中
八
人
が
「
忍
」
の
従
父
弟
に
あ
た
る
。 

 

郷
戸
主
「
猪
」
の
郷
戸
に
は
、
妻
一
人
、
妾
一
人
、
男
五
人
、
女
四
人
、
従
父
妹
一

人
と
直
系
親
族
と
配
偶
者
が
所
属
し
、
唯
一
同
籍
し
て
い
る
傍
系
親
族
は
、
従
父
妹
で

あ
る
。
ま
た
、
房
戸
主
「
忍
」
の
従
父
弟
親
族
A
、
B
は
、
郷
戸
主
「
猪
」
と
の
関

係
で
あ
れ
ば
五
等
親
族
外
の
た
め
、「
寄
口
」
と
表
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、「
忍
」
と
の

関
係
で
あ
れ
ば
五
等
親
族
内
で
あ
る
た
め
、「
従
父
弟
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

郷
戸
主
「
猪
」
の
郷
戸
に
例
外
的
に
従
父
妹
「
孔
王
部
多
須
伎
賣
」（
三
八
歳
の
丁

女
）
が
同
籍
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
、「
多
須
伎
賣
」
は
同
籍
す
べ
き
直
系
親
族
が

お
ら
ず
、
ま
た
房
戸
主
「
古
忍
」
と
「
忍
」
と
は
直
接
的
な
血
縁
関
係
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
傍
系
で
は
あ
る
が
直
接
的
な
血
縁
関
係
が
認
め
ら
れ
る
郷
戸
主
「
猪
」



の
戸
に
同
籍
し
た
と
想
定
で
き
る
。
も
し
、
血
縁
関
係
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、

言
い
換
え
れ
ば
、
五
等
親
族
外
で
あ
っ
た
場
合
、
従
父
妹
「
多
須
伎
賣
」
は
「
寄
口
」

と
表
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

房
戸
主
「
孔
王
部
古
忍
」
の
戸
に
属
す
る
寄
口
「
孔
王
部
弟
国
」
以
下
四
人
は
、
な

ぜ
「
古
忍
」
の
戸
に
編
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
る
に
、
そ
の
戸
主
と
の
血
縁
関

係
が
認
め
ら
れ
た
五
等
親
族
内
の
戸
口
は
該
当
す
る
親
族
名
称
が
附
け
ら
れ
て
編
成

さ
れ
る
。
先
の
郷
戸
主
「
孔
王
部
猪
」
の
戸
に
属
す
る
従
父
妹
「
孔
王
部
多
須
伎
賣
」

が
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
房
戸
主
「
孔
王
部
忍
」
の
戸
に
属
す
る
従
父
弟
親
族
A
、
B

も
同
様
の
事
例
で
あ
る
。
以
上
の
編
成
方
針
に
よ
っ
て
郷
戸
主
「
猪
」
の
郷
戸
と
属
す

る
房
戸
二
つ
が
編
成
さ
れ
た
な
ら
ば
、
房
戸
主
「
古
忍
」
の
戸
に
属
す
る
寄
口
四
人
は
、

五
等
親
族
外
の
戸
口
と
考
え
ら
れ
る
。 

先
述
の
通
り
、「
忍
」
の
戸
に
属
す
る
従
父
弟
親
族
A
、
B
は
郷
戸
主
「
猪
」
と
の

関
係
で
あ
れ
ば
、
イ
ト
コ
の
イ
ト
コ
で
あ
り
、
五
等
親
族
外
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
従

父
弟
」
と
は
表
記
で
き
な
い
。「
忍
」
の
戸
に
属
す
る
た
め
、「
忍
」
と
の
関
係
を
軸
に

「
従
父
弟
」
と
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
四
人
の
寄
口
も
「
古
忍
」
と
五
等
親

族
内
の
関
係
で
あ
れ
ば
、「
弟
国
」
は
「
従
父
兄
」
と
表
記
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
実
際
は
「
寄
口
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
寄
口
「
弟
国
」
は
、

房
戸
主
「
古
忍
」
の
男
性
親
族
で
は
あ
る
が
、
五
等
親
族
外
で
あ
る
た
め
「
寄
口
」
と

表
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

田
中
氏
が
主
張
し
た
年
齢
原
理
と
編
戸
の
原
則
で
あ
れ
ば
、
ⅰ
「
戸
主
よ
り
年
配

で
老
丁
・
耆
老
に
相
当
す
る
男
性
親
族
は
、
戸
口
と
し
て
登
録
せ
ず
別
の
戸
主
と
し
て

任
用
す
る
」
の
で
あ
る
。
寄
口
「
弟
国
」
は
老
丁
・
耆
老
で
は
な
い
が
、
房
戸
主
「
古

忍
」
が
三
五
歳
に
対
し
て
、「
弟
国
」
は
五
六
歳
と
年
配
者
で
あ
る
。
房
戸
主
は
、
原

則
的
に
郷
戸
主
の
イ
ト
コ
範
囲
内
の
親
族
が
任
用
さ
れ
る
が
、
一
例
の
み
、
房
戸
主
の

イ
ト
コ
範
囲
内
の
親
族
が
房
戸
主
に
任
用
さ
れ
て
い
る(

18)

。
そ
の
た
め
、
房
戸
主
と
の

関
係
で
房
戸
主
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
房
戸
主
に
任
用
さ

れ
ず
、「
寄
口
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
寄
口
「
弟
国
」
は
房
戸
主
「
古
忍
」

と
イ
ト
コ
範
囲
内
、
か
つ
、
五
等
親
族
内
の
親
族
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
確
か
に
、
戸
主
と
同
籍
す
る
男
性
の
年
配
者
の
事
例
は
、「
父
」
一
例
、「
兄
」

一
例
、「
従
父
兄
」
二
例
の
み
で
あ
る
た
め
、
戸
主
と
そ
の
男
性
年
配
者
が
同
籍
す
る

こ
と
は
極
力
避
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
ず
か
な
事
例
で
あ
っ
て
も
、
決
し

て
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
い
た
め
、
寄
口
「
弟
国
」
も
年
齢
的
に
房
戸
主
「
古

忍
」
の
「
従
父
兄
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
、

戸
籍
上
は
「
従
父
兄
」
で
は
な
く
「
寄
口
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
寄
口
「
弟

国
」
は
房
戸
主
「
古
忍
」
の
五
等
親
族
外
で
あ
り
、「
従
父
兄
」
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

以
上
、
寄
口
が
ど
う
い
っ
た
編
成
方
針
の
も
と
で
編
成
さ
れ
た
の
か
を
、
年
齢
原
理

や
戸
主
、
ま
た
は
郷
戸
・
房
戸
の
戸
口
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
た
。
下
総
国
葛
飾
郡
大

嶋
郷
戸
籍
に
み
え
る
寄
口
の
事
例
は
、
結
果
的
に
、
戸
主
の
親
族
で
あ
る
と
評
価
し
た

が
、
そ
の
編
成
要
因
は
一
律
的
に
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
「
孔
王
部
大
」
は

年
配
の
男
性
親
族
で
あ
り
、
便
宜
的
に
寄
口
と
し
て
編
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
①
「
私



部
伊
呂
賣
」、
③
「
孔
王
部
弟
国
」
は
戸
主
の
五
等
親
族
外
の
寄
口
で
あ
っ
て
も
、
①

は
郷
戸
主
の
五
等
親
族
外
、
③
は
房
戸
主
の
五
等
親
族
外
の
関
係
で
編
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
房
戸
制
の
導
入
に
よ
り
、
御
野
国
戸
籍
、
西
海
道
戸
籍
と
異
な
り
、
郷
戸
主
の

広
範
囲
の
親
族
も
房
戸
主
と
の
関
係
で
親
族
名
称
を
附
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。 

房
戸
制
の
導
入
に
よ
り
な
る
べ
く
戸
主
と
の
関
係
性
が
不
明
瞭
な
寄
口
を
出
さ
な

い
こ
と
が
同
一
郷
里
内
で
の
共
通
す
る
編
成
方
針
で
あ
り
、
房
戸
制
の
目
的
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
ほ
か
に
編
成
方
針
と
し
て
、
戸
主
は
配
偶
者
と
直
系
親
族
と
必
ず
し
も
同
籍

す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
房
戸
主
は
原
則
的
に
郷
戸
主
の
イ
ト
コ
範
囲
内
の
親
族
で
あ

る
こ
と
を
挙
げ
た
。
す
べ
て
の
戸
口
が
ど
う
い
っ
た
関
係
性
で
編
成
さ
れ
た
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
が
、
①
～
③
の
寄
口
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
儀
制
令
25

五
等
条
の
範
囲
内
で
表
わ
せ
な
い
五
等
親
族
外
の
親
族
や
戸
主
に
任
用
さ
れ
て
い
な

い
男
性
高
齢
者
と
い
っ
た
特
殊
な
事
情
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
「
寄
口
」
と
い
う
表
記

を
使
っ
て
表
わ
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
下
総
国
戸
籍
で
は
、
寄
口
を
一
種

の
親
族
名
称
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
大
嶋
郷
戸
籍
に
は
、
戸
口
が
二
人
だ
け
の
房
戸
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

②
、
③
の
各
四
人
の
寄
口
親
族
も
房
戸
を
分
立
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、

先
述
の
通
り
、
房
戸
主
は
原
則
的
に
郷
戸
主
の
イ
ト
コ
範
囲
内
の
親
族
で
あ
る
と
い
う

方
針
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ト
コ
範
囲
外
、
か
つ
、
五
等
親
族
外
の
③
は
条
件
外

の
た
め
除
外
さ
れ
る
。
一
方
の
②
も
、
七
九
歳
と
後
期
高
齢
者
、
か
つ
嫡
子
も
い
な
い

た
め
に
房
戸
主
に
任
用
さ
れ
、
房
戸
を
分
立
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
②
「
大
」
の
従
子
「
孔
王
部
古
忍
」
は
、
あ
く
ま
で
も
「
大
」
と
の
関
係
で
従
子

と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
郷
戸
主
「
孔
王
部
弥
等
」
と
の
関
係
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
郷
戸
主
「
弥
等
」
の
イ
ト
コ
範
囲
内
の
親
族
と
し
て
房
戸
主
に
任
用
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
下
総
国
戸
籍
に
は
、
戸
主
と
の
親
族
名
称
が
無
い
戸
口
が
七
人
（
葛
飾

郡
大
嶋
郷
五
人
、
倉
麻
郡
意
布
郷
一
人
、
釪
托
郡
山
幡
郷
一
人
）
み
え
る
。
中
に
は
、

「
○
○
先
夫
男
（
女
）」
や
「
○
母
」
な
ど
、「
寄
口
」
と
表
記
さ
れ
ず
と
も
特
殊
な
表

記
が
な
さ
れ
て
い
る
戸
口
が
散
見
で
き
る
。
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
と
編
成
方
針
を
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
親
族
名
称
が
無
い
戸
口
七
人
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
の
点
は
後
考
を
期
し
た
い
。 

戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
戸
が
人
為
的
に
編
成
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
以
上
、
寄
口
は
自
然

発
生
的
に
生
じ
た
戸
口
で
は
な
く
、
戸
の
編
成
の
過
程
で
生
じ
た
戸
口
で
あ
り
、
戸
籍

に
使
用
さ
れ
る
名
称
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
が
少
な
い
点
を
房

戸
制
の
採
用
か
ら
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
が(

19)

、

本
稿
で
扱
っ
た
房
戸
制
の
導
入
と
戸
の
編
成
と
い
う
視
点
で
下
総
国
戸
籍
の
寄
口
を

考
察
す
る
方
法
は
有
効
と
考
え
る
。 

「
寄
口
」
表
記
が
一
種
の
親
族
名
称
で
あ
る
が
、
そ
の
編
成
要
因
は
各
々
異
な
る
た

め
、
一
律
的
に
寄
口
を
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
別
個
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
寄
口
の
編
成
を
考
察
し
た
こ
と
で
、
房
戸
制
が
導
入
さ
れ

た
目
的
の
一
端
を
も
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
下
総
国
戸
籍
で
の
検
討
結
果
で
あ
っ

て
、
御
野
国
戸
籍
、
西
海
道
戸
籍
の
「
寄
人
」・「
寄
口
」
表
記
も
親
族
名
称
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
あ
る
戸
籍
の
検
討
結
果
を
ほ
か
の
戸
籍
に
も
援
用
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
で
、
個
々
に
検
討
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る(

20)

。
む
し
ろ
、
御
野
国
戸
籍
、
西
海
道



戸
籍
の
寄
人
・
寄
口
は
そ
の
性
格
も
編
成
要
因
も
一
律
的
に
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

各
々
異
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
、
養
老
五
年
下
総
国
戸
籍
で
は
、
す
べ
て
の
戸

口
の
親
族
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方
針
の
下
、「
寄
口
」
表
記
が
一
種
の
親
族

名
称
を
表
す
性
格
へ
と
固
定
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
御
野
国
戸
籍
、
西
海
道
戸

籍
の
考
察
に
関
し
て
も
後
考
を
期
し
た
い
。 

房
戸
制
と
戸
の
編
成
と
い
う
視
角
か
ら
寄
口
を
検
討
し
て
き
た
が
、
想
定
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
点
も
あ
る
。
諸
賢
の
ご
批
正
を
請
う
。 

  

註 (

1)  

川
上
多
助
「
古
代
戸
籍
考
」（『
日
本
古
代
社
会
史
の
研
究
』
河
出
書
店
、
一

九
四
八
。
初
出
：
一
九
四
三
）。
岸
俊
男
「
律
令
制
の
社
会
機
構
」（『
日
本
古
代
籍

帳
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
三
。
初
出
：
一
九
五
二
）。
杉
本
一
樹
「
戸
籍
制
度

と
家
族
」（『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
。
初
出
：
一
九

八
七
）。 

(

2)  

岸
俊
男
、
前
掲
註(

1)

論
文
。
石
母
田
正
「
奈
良
時
代
農
民
の
婚
姻
形
態
に

関
す
る
一
考
察
」（『
石
母
田
正
著
作
集
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
。
初
出
：

一
九
三
九
）。
安
良
城
盛
昭
「
班
田
農
民
の
存
在
形
態
と
古
代
籍
帳
の
分
析
方
法
―

石
母
田
＝
藤
間
＝
松
本
説
と
赤
松
＝
岸
＝
岡
本
説
の
学
説
対
立
の
止
揚
を
め
ざ
し

て
―
」（『
歴
史
学
に
お
け
る
理
論
と
実
証
：
第Ⅰ

部
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六

九
）。
南
部
曻
「
研
究
史
概
観
」（『
日
本
古
代
戸
籍
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
二
。
初
出
：
一
九
七
六
）。 

(

3)  

南
部
曻
、
前
掲
註(

2)

論
文
。
杉
本
一
樹
「
日
本
古
代
家
族
研
究
の
現
状
と

課
題
―
関
口
裕
子
・
吉
田
孝
・
明
石
一
紀
説
を
中
心
に
―
」（
前
掲
註(

1)

著
書
に

所
収
。
初
出
：
一
九
八
六
）。
荒
井
秀
規
「
古
代
戸
籍
研
究
と
大
嶋
郷
戸
籍
」（
葛

飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
編
『
東
京
低
地
と
古
代
大
嶋
郷
―
古
代
戸
籍
・
考
古

学
の
成
果
か
ら
―
』
名
著
出
版
、
二
〇
一
二
）。
田
中
禎
昭
『
日
本
古
代
の
年
齢
集

団
と
地
域
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
）。 

(

4)  

明
石
一
紀
「
郷
戸
編
成
と
調
庸
制
―
里
（
郷
）
制
下
の
編
戸
制
―
」（『
編
戸

制
と
調
庸
制
の
基
礎
的
考
察
―
日
・
朝
・
中
三
国
の
比
較
研
究
―
』
校
倉
書
房
、

二
〇
一
一
）。
井
上
亘
「「
寄
人
」
か
ら
み
た
戸
」（『
古
代
官
僚
制
と
遣
唐
使
の
時

代
』
同
成
社
、
二
〇
一
六
。
初
出
：
二
〇
〇
三
）。
田
中
禎
昭
「
古
代
戸
籍
と
年
齢

原
理
―
編
戸
の
統
計
学
的
検
討
―
」（『
日
本
古
代
の
年
齢
集
団
と
地
域
社
会
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
）。 

(

5)  

下
総
国
戸
籍
に
は
、
一
つ
の
郷
戸
に
つ
き
、
〇
～
三
戸
の
房
戸
が
附
属
し
て

い
る
。
こ
れ
を
房
戸
制
と
い
う
。
房
戸
制
は
郷
里
制
下
（
霊
亀
三
年
～
天
平
十
年

頃
）
に
お
い
て
採
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
大
宝
二
年
の
御
野
国
戸
籍
、
西
海
道
戸

籍
に
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
（
岸
俊
男
「
古
代
村
落
と
郷
里
制
」（
前
掲
註(

1)

著

書
に
所
収
、
初
出
：
一
九
五
一
）。
鎌
田
元
一
「
郷
里
制
の
施
行
と
霊
亀
元
年
式
」

（『
律
令
公
民
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
一
。
初
出
：
一
九
九
一
））。
下
総
国

戸
籍
で
房
戸
制
が
採
ら
れ
た
こ
と
と
寄
口
の
割
合
が
非
常
に
低
い
こ
と
は
関
係
が

深
い
と
考
え
る
。 

(

6)  

石
母
田
正
「
古
代
家
族
の
形
成
過
程
―
正
倉
院
文
書
所
収
戸
籍
の
研
究
―
」

（『
石
母
田
正
著
作
集
』
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
。
初
出
：
一
九
四
二
）。
岡



本
堅
次
「
古
代
籍
帳
の
郷
戸
と
房
戸
に
つ
い
て
」（『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）』

二
、
一
九
五
〇
）。
門
脇
禎
二
「
上
代
の
地
方
政
治
」（
藤
直
幹
編
『
古
代
社
会
と

宗
教
』
若
竹
書
房
、
一
九
五
一
）。
南
部
曻
「
寄
口
＝
女
系
親
族
論
の
検
討
」（
前

掲
註(
2)
著
書
に
所
収
。
初
出
：
一
九
八
四
）。「
戸
主
親
族
説
」
は
「
女
系
親
族

説
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
後
掲
註(

7)

の
明
石
氏
が
広
く
男
系
親
族
も
想
定
し
て

い
る
た
め
、
本
稿
で
は
よ
り
広
義
的
に
「
戸
主
親
族
説
」
と
呼
ぶ
。 

(

7)  

明
石
一
紀
「
寄
口
の
便
宜
的
性
格
に
つ
い
て
―
西
海
道
戸
籍
を
中
心
と
し
て

―
」（
前
掲
註(

4)

著
書
に
所
収
。
初
出
：
一
九
九
〇
）。
同
「
再
び
寄
口
の
性
格

に
つ
い
て
―
南
部
曻
氏
論
文
に
対
す
る
反
批
判
―
」（
前
掲
註(

4)

著
書
に
所
収
）。

井
上
亘
、
前
掲
註(

4)

論
文
。
本
庄
総
子
「
大
宝
二
年
戸
籍
と
寄
口
―
造
籍
原
理

と
そ
の
転
換
―
」（『
史
林
』
九
八
―
六
、
二
〇
一
五
）。 

(

8)  

「
課
丁
数
」
と
は
、
令
の
規
定
か
ら
、
正
丁
の
賦
役
負
担
量
を
「
一
」
と
し

た
場
合
、
次
丁
は
正
丁
の
二
分
の
一
負
担
な
の
で
「
〇
．
五
」、
少
丁
は
正
丁
の
四

分
の
一
負
担
な
の
で
「
〇
．
二
五
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
量
を
数
値
化
し
た
数

で
あ
る
。
明
石
氏
が
正
丁
の
み
を
対
象
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
本
庄
氏
は
さ
ら

に
次
丁
と
少
丁
も
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。 

(

9)  

宮
本
氏
は
、「
寄
口
の
発
生
お
よ
び
そ
の
性
格
は
極
め
て
多
様
で
あ
り
一
律
に

断
定
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
（「
古
代
村
落
社
会
に
お
け
る

階
層
分
化
の
一
考
察
―
美
濃
国
戸
籍
の
分
析
を
通
し
て
―
」、『
日
本
古
代
の
家
族

と
村
落
』
二
一
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
。
初
出
：
一
九
五
二
）。
中
田
氏

は
、「
戸
主
親
族
説
」
の
立
場
で
は
あ
る
が
、
親
族
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
地
域
の

世
帯
間
に
は
勢
力
格
差
が
あ
り
、「
没
落
・
隷
属
農
民
説
」
に
対
し
、「
一
切
そ
の

史
的
意
義
を
認
め
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
る
（「
寄
口
編
附
の
契
機

に
つ
い
て
」『
続
日
本
紀
研
究
』
二
五
三
、
一
九
八
七
）。 

(

10)  

荒
井
秀
規
「
復
原
「
養
老
五
年
下
総
国
葛
飾
郡
大
嶋
郷
戸
籍
」
稿
」（
前
掲
註

(

3)

著
書
に
所
収
）。 

(

11)  

親
族
名
称
の
先
行
研
究
は
田
中
氏
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
（
田
中

禎
昭
、
前
掲
註(

3)

著
書
）。 

(

12)  

「
戸
政
」
に
つ
い
て
は
、
吉
村
武
彦
「
戸
令
と
戸
政
」（『
日
本
古
代
の
社
会

と
国
家
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
）。
同
「「
浄
御
原
朝
庭
の
制
」
に
関
す
る
二
・

三
の
考
察
」（
同
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
王
権
・
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
）

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。 

(

13)  

本
稿
で
い
う
「
五
等
親
族
内
」
と
は
、
儀
制
令
25
五
等
条
に
規
定
さ
れ
て
い

る
範
囲
の
親
族
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、「
凡
五
等
親
者
、
父
母
、
養
父
母
、
夫
、
子
、

為
二

一
等
一

。
祖
父
母
、
嫡
母
、
継
母
、
伯
叔
父
姑
、
兄
弟
、
姉
妹
、
夫
之
父
母
、

妻
、
妾
、
姪
、
孫
、
子
婦
、
為
二

二
等
一

。
曾
祖
父
母
、
伯
叔
婦
、
夫
姪
、
従
父
兄

弟
姉
妹
、
異
父
兄
弟
姉
妹
、
夫
之
祖
父
母
、
夫
之
伯
叔
姑
、
姪
婦
、
継
父
同
居
、

夫
前
妻
妾
子
、
為
二

三
等
一

。
高
祖
父
母
、
従
祖
祖
父
姑
、
従
祖
伯
叔
父
姑
、
夫
兄

弟
姉
妹
、
兄
弟
妻
妾
、
再
従
兄
弟
姉
妹
、
外
祖
父
母
、
舅
姨
、
兄
弟
孫
、
従
父
兄

弟
子
、
外
甥
、
曾
孫
、
孫
婦
、
妻
妾
前
夫
子
、
為
二

四
等
一

。
妻
妾
父
母
、
姑
子
、

舅
子
、
姨
子
、
玄
孫
、
外
孫
、
女
聟
、
為
二

五
等
一

。」
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
属
さ

な
い
親
族
を
「
五
等
親
族
外
」
と
定
義
す
る
。 

(

14)  

岡
本
堅
次
、
前
掲
註(

6)

論
文
。
岸
俊
男
、
前
掲
註(

1)

論
文
。
南
部
曻
、

前
掲
註(

6)
論
文
。 



(

15)  

田
中
禎
昭
、
前
掲
註(

4)

論
文
。 

(
16)  

宮
本
救
「
養
老
五
年
下
総
国
大
嶋
郷
戸
籍
の
整
理
と
同
郷
構
成
」（
前
掲
註

(
9)
著
書
に
所
収
。
初
出
：
一
九
五
四
、
一
九
六
五
）。 

(

17)  

前
掲
註(

13)

に
て
、「
五
等
親
族
内
」
と
「
五
等
親
族
外
」
を
定
義
し
た
が
、

特
に
、
郷
戸
主
と
房
戸
主
と
の
関
係
を
述
べ
る
際
に
は
、「
イ
ト
コ
範
囲
内
」
と
「
イ

ト
コ
範
囲
外
」
を
使
用
す
る
。
本
論
で
述
べ
た
通
り
、
房
戸
主
は
原
則
、
郷
戸
主

の
「
イ
ト
コ
範
囲
内
」
の
親
族
が
任
用
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。 

(

18)  

例
外
一
例
は
大
嶋
郷
嶋
俣
里
に
み
え
る
。
房
戸
主
「
私
部
真
荒
」（
郷
戸
主
「
私

部
真
呰
」
の
従
父
弟
）
の
伯
父
で
あ
る
房
戸
主
「
私
部
大
」
は
、
郷
戸
主
「
真
呰
」

と
の
関
係
で
は
な
く
、
房
戸
主
で
あ
る
「
真
荒
」
と
の
関
係
で
房
戸
主
に
任
用
さ

れ
て
い
る
。 

(

19)  

南
部
氏
は
、
岸
氏
の
説
く
「
大
宝
戸
籍
で
は
寄
口
と
さ
れ
た
者
が
霊
亀
に
お

け
る
房
戸
設
定
に
よ
る
籍
帳
記
載
様
式
の
変
化
に
従
つ
て
房
戸
内
に
吸
収
さ
れ
た
」

と
す
る
意
見
（
前
掲
註(

1)

論
文
）
に
対
し
、「
下
総
国
戸
籍
に
寄
口
が
少
な
い
と

い
う
事
実
を
、
房
戸
制
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

寄
口
に
関
し
て
下
総
国
戸
籍
が
示
す
と
こ
ろ
の
事
実
は
、
み
か
け
の
現
象
で
は
な

い
の
で
あ
り
、
こ
の
地
方
は
本
来
的
に
寄
口
と
呼
ば
れ
る
農
民
が
少
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。」
と
批
判
し
て
い
る
（
南
部
曻
「
岸
理
論
＝
「
歪
拡
大
説
」
の
検
討
」
一

九
二
頁
、
前
掲
註(

2)

著
書
に
所
収
。
初
出
：
一
九
七
八
）。
し
か
し
、
寄
口
を
実

態
的
な
農
民
と
み
る
よ
り
も
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
戸
の
編
成
過
程
で

生
じ
た
戸
口
で
あ
り
、
戸
籍
に
使
用
さ
れ
た
親
族
名
称
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。 

(

20)  

南
部
氏
は
、「
下
総
・
御
野
・
西
海
道
の
三
戸
籍
は
可
能
な
限
り
個
別
に
検
討

さ
れ
、
夫
々
独
自
に
一
定
の
傾
向
や
新
事
実
が
確
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。」

と
述
べ
て
お
り
、
戸
籍
間
の
考
察
結
果
の
援
用
の
危
険
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
南

部
曻
「
寄
口
を
戸
主
の
近
親
と
主
張
す
る
新
説
に
つ
い
て
―
明
石
一
紀
説
へ
の
疑

問
と
反
論
―
（
上
）（
下
）」『
続
日
本
紀
研
究
』
二
六
九
、
二
七
〇
。
一
九
九
〇
）。 


